
「誰一人取り残さない」ための１人１台端末活用

～環境整備と活用推進の取り組み～
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出典：令和４年6月２２日、総合科学技術・イノベーション会議、Society5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ（案）



【環境整備】「誰一人取り残さない」ための１人１台端末活用
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【基本情報】

（1）端末本体（充電ケーブル、アダプタ含む）

・Pad（第７世代）ストレージ32G

・LTE通信

（2）キーボード付ケース

・Logicool製（Rugged Combo3）

（3）メインアカウント

・Googleアカウント

（4）ソフト・アプリケーション（有償）

①小学校

・ロイロノート（学習支援）

・Navima（デジタルドリル）

②中学校

・ミライシード（学習支援・デジタルドリル）

（5）ソフト・アプリケーション（無償）

・計101個活用可能（令和５年９月30日時点）

・スライド、レポート作成（Keynote等）

・音楽、動画制作（iMovie、GarageBand等）

・ノート、メモ（GoodNote、メモ等）

・双方向オンライン（Google Meet、Zoom等）

・支援（VoiceTra、文字起こし）※個別対応

・教科に特化したもの（空間図形、天体、描画）

（1）児童・生徒

・令和２年度中にすべての児童・生徒に同一の

端末を貸与

・LTE通信により、場所や家庭環境に関係なく、

学びを継続。

・充実したアプリケーションにより、一人ひとり

の学び方に適したツールを選択。

（例：学びをノートにまとめる場面）

①ドキュメントアプリでレポート形式にまとめる

②ノートアプリでまとめる

③写真撮影して、自分のペースでまとめる

④従来通り、ノートにまとめる

（2）保護者

・保護者負担なしで端末、通信費、キーボード付

ケース、学習支援ソフトの導入



【活用促進】「誰一人取り残さない」ための１人１台端末活用
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（1）めざすビジョンの共有

①枚方版ICT教育モデルの策定・改訂

・枚方市が大切にする５つのCの視点

「Challenge」「Communication」「Collaboration」「Creativity」「Critical thinking」

・デジタル・シティズンシップ教育の推進（例：ICT委員会設立、ICT総会実施、教科取組）

②Hirakata授業スタンダードの策定・改訂

（2）教職員の資質・能力向上

①情報教育推進ワーキングチーム（令和２年度～４年度）

・各校から中核となる教職員を選出（64名）

・各グループに分け、リーダーを中心に１人１台端末の活用を議論、実践、事例の共有

②教職員研修（オンデマンド）、指定校の研究実践の掲載

・まなViVA!ひらかた（市独自ポータルサイト）に掲載

（3）端末操作・授業づくり支援

①市独自授業実践事例集（HI-PER）の収集

・約750事例（令和５年10月31日時点）

②活用事例動画の作成

・みんなで高めよう！ICT 20 Steps（iPad、Googleアプリの基本的な活用動画）16本

・Appleアプリケーション（基本操作、応用操作、カメラ、スライド、動画制作）18本

③大阪府や民間企業の活用事例集ウェブサイトリンク集の整理

・GiGAスク!ひらかた（市独自ポータルサイト）に掲載


